
knowledgeの 可 算 性 に つ い て の 一 考 察

コーパ ス デ ー タを基 に

日 木 満

1問 題の背景

英語の名詞の可算性や冠詞の判断は多 くの日本人英語学習者にとって母国語話者のような習得

が難 しい文法事項の1つ とよく言われる。中でも一般に抽象名詞と呼ばれる名詞の場合、特 に難

しいように思われる。なぜ、抽象名詞が難 しいのか考えてみると、それはどうも抽象名詞の中に

は、その名詞を可算形で使った場合と不可算形で使った場合の意味やニュアンスの差異を実感で

きない場合が多いか らではないかと推測できる。 ネイティヴスピーカーにaをつ けた場合とつ け

ない場合の意味 ・ニュアンスの差を聞いても、明解な返事が返ってこない場合 もあるし、返 って

きても、かなり個人差がある場合 もあってどれを信 じていいか こまることしば しばある(Hiki

1996)。 実際、可算形でも不可算形でもどちらで も良い場合 もあるようだが、 そこでの問題 はそ

れが、どのような名詞が、 どのような環境で、使われた場合なのかがよくわからないため、自信

を もってどちらでもと良 しと判断できない。それに、やはり大部分の場合は、可算形、あるいは

不可算形、でなければ不適切 となる場合なわけで、 どちらかを選択 しなければならない。そ うい

う時に可算形でなければな らないところで不可算形を使い、不可算形でなければならないところ

で可算形を使い、その苦い経験を基に逆をいってみても期待通 りの結果にな らず… とう連鎖経

験が頭か ら離れず、結局、名詞の可算性や冠詞の判断は当てづっぽの域を脱 しないでいる。

この名詞の可算性や冠詞の判断の問題 は、特に英語を書 くときには、避けて通ることので きな

い問題であり、可算形で使 った場合と不可算形で使 った場合に意味の差異が認識 しにくい名詞の

場合に、その使い分けに役立つ手がかりはないものか、という個人的ニーズが本研究の背景 にあ

る。

冠詞に関する先行研究は多数あるが、筆者の知 る限り、上記の問題に明解な答を出しているも

のはない。そもそも、可算形 と不可算形の使い分けを、解決すべき問題として取 り上げているも

の自体が少ないように思われる。そんな中で、Quirk, Greennbaum, Leech, & Svartvik (1985, 

p.287)は 、通常は不可算の名詞に不定冠詞のaが 例外的に使われる例 として次の3文 を挙 げ、

興味深い考察をしている。

Mavis had a good education. 

My son suffers from a strange dislike of mathematics. <ironic> 

She played the oboe with (a) remarkable sensitivity.

彼等は上例のような場合どのような条件下で不定冠詞が使われるのかはまだ明 らかでないとなが

らも、条件の中には次の2点 が含まれるようだと述べている。
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(i) the noun refers to a quality or other abstraction which is attributed to a  person  ; 

(ii) the noun is premodified and/or  postmodified  ; and, generally speaking, the greater the 
   amount of modification, the greater the acceptability of a/an.

つ ま り、 問 題 の名 詞 が あ る個 人 に帰属 す る性 質 や 抽 象 概 念 に言 及 して い る と い う こと。 お よ び、

問題 の名 詞 が 前 置 修 飾 か後 置修 飾(も し くは両 方)さ れ て い る こ と。 しか し、 修 飾 句 の存 在 は絶

対 的 な要 因 で は な く、一 般 的 に 修 飾 の量 が 多 けれ ば 多 い ほ ど、a使 用 につ い て の容 認 度 が 高 く な

る関係 に あ る、 との 考察 で あ る。1前 置 修 飾 お よ び 後 置 修 飾 のaと の 関 連 性 につ い て はCollins 

COBUILD English Grammar(1990, p.55)とBerry(1993, pp20-21)も 同 様 の 考 察 を して い

る。 しか し、Quirk, et. al.が 指 摘 して い るよ うに、 抽 象 名 詞 が 前 置 修 飾 や後 置 修 飾 され て い る

環境 でaが 使 わ れ う る こ とま で はわ か って いて も、 そ の 環 境 の な か で も必 ずaが 使 わ れ る わ け で

はな く、 ど う い う時 にaが 使 わ れ て 、 ど う い う と き に使 わ れ な い の か、 は ま だ わか っ て い な い。

可 算 形 と不 可 算 形 の使 い分 け―― しか も可 算 形 と不 可 算 形 とで意 味 の差 異 が 認 識 しに くい名 詞

で の使 い分 け―― は研究 テ ー マ と して 本 研 究 の 範 囲 を は る か に超 え る。 そ こで 、 本 研 究 で は、 そ

の 大 きな研 究 テ ー マ に向 け て の 第1歩 と して 、knowledgeと い う名 詞 に的 を絞 り、 コ ーパ ス デ ー

タを基 に、 実 際 に ネイ テ ィ ヴス ピ ー カ ー は どの よ うな 環 境 でknowledgeにaを 使 っ て い る の か

を 検 証 してみ た い。

2デ ー タ

Los Angeles Timesの1990年7月 ～12月 分 の 記事 か らknowledgeの 用 例 を検 索 し(1583例)、

その 中 か ら単 数 フ ォ ーム か 不可 算 フ ォ ー ムか が 明 確 に判 定 で き る用 例616例 を抽 出 した。2そ の際、

単 数 フ ォー ム の基 準 はknowledgeにa(an)が 付 いて い る もの と し、 不 可 算 の 基 準 はknowledge

にa以 外 の限 定 詞(例:the ; this ; my ; -'s等)や 複 数 語 尾 の-sが 付 い て い な い も の と した。3

た だ し、 複 数 語 尾 の-sの 付 い て い る例 は1例 もな か った 。 な お、 デ ー タ分 析 の 過 程 で 米 語 の ネ

イテ ィヴ イ ンフ ォ ーマ ン ト2名 が 非 文 法 的 と判 断 した 用 例 が1例 あ り、 その1例 は分 析 の対 象 か

ら除外 した。 そ の 結 果、 本 研 究 の 最 終 的 な 分析 対象 デ ー タ は615例 とな った。4以 下 、 デ ー タの 全

体 とは この615例 を指 す こ と とす る。 な お、 以 降 は単 数 フ ォー ムを 不定 冠 詞 のaが あ る と い う意

味 で[＋a]と 表 記 し、 不 可 算 フ ォ ー ム を[－a]と 表 記 す る。

3デ ー タの 分 析 と考察

3.1不 可 算 フ ォーム と単数 フ ォー ム の割 合

全615用 例 中、 不 可 算 フ ォ ー ム([－a])が537例(87.3%)で あ る の に対 し、 単 数 フ ォ ー ム

([＋a])は78例(12.7%)で 、 割 合 的 に は不 可 算 フ ォ ー ム が圧 倒 的 に多 か っ た。 こ の こ と は、

knowledgeと い う名詞 が や は り一 般 的 に は不可 算 名 詞 扱 い され て い る こ とを 確 認 す る一 方 で 、 同

時 に単 数 扱 いす る場合 も今 回 の デ ー タ中 に1割 強 は存 在 す る こ と を示 す 。
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3.2前 置 修 飾 とaの 共 起 関係

全615用 例 中 、 前 置 修 飾 付 きのknowledgeは268例(43.6%)、 前 置修 飾 無 しは347例(56.4%)

と、 割 合 的 に は前 置修 飾 の付 か な い方 が若 干 多 か った。 前 置 修 飾 の有 無 とaの 有 無 の関 係 は表1

の よ うで あ った。

表1knowledgeに お け る前 置 修飾 とaの 共 起 関係

[＋前置修飾] [－前 置修 飾] 計

[＋a] 52 26 78

[－a] 216 321 537

計 268 347 615

前 置修 飾 とaの 関係 を カイ2乗 検 定 に よ り統 計 的 に見 て み る と、 有 意 な 関係 が み られ た(χ2(1, 

N=615)=19.37, p<.001)。 この 結 果 はknowledgeにaを つ け るか 否 か の 問 題 と前 置 修

飾 の有 無 に な ん らか の 関連 が あ る可 能 性 を示 唆 す る もの だ が、 表1の 結 果 は 同時 に 、knowledge

が前 置修 飾 され て い る場 合 で も、 実 際 にaが 使 わ れ て い た頻 度(n=52)は 、aが 使 わ れ な か っ

た 頻度(n=216)の1/4に す ぎな い こ と も示 して い る。 つ ま り、 前 置 修 飾 はaの 使 用 と関 連 は

して い るか も しれ な い が、 実 際 の と ころ、 前 置修 飾 さ れ て い て もaを 使 わ な い こ と の方 が は るか

に多 い とい う こ とが わ か る。

3.3後 置修 飾 とaの 共起 関係

後 置修 飾 付 きのknowledgeは 全615用 例 中、304例(49.4%)、 後 置 修 飾 無 しは311例(50.6%)と 、

ほぼ 同 じ割 合 で あ った 。 後 置修 飾 の あ る場 合 と無 い場 合 の単 数 フ ォー ム と不可 算 フ ォー ム の分 布

は表2の 通 りで あ った 。

表2knowledgeに お け る後 置 修 飾 とaの 共 起 関係

[＋後置修飾] [－後置修飾] 計

[＋a] 78 0 78

[－a] 226 311 537

計 304 311 615

後 置 修 飾 とaの 関 係 を カ イ2乗 検 定 に よ り統 計 的 に 見 て み る と 、 や は り有 意 な 関 係 が み られ た

(χ2(1, N=615)=91.39, p<.001)。 そ して、 表2の 結 果 は、 そ の 両 者 の 関 係 は 、 少 な

くと も この デ ー タ に関 す る限 り、[＋a]の 場 合 は例 外 な く[＋ 後 置 修 飾]で あ り(し か し、

[＋ 後 置修 飾]だ か らと い って必 ず し も[＋a］ で は な い)、[－ 後 置 修飾]の 場 合 は 例 外 な く

[－a](し か し、[－a]だ か ら とい って 必 ず しも[－ 後 置 修 飾]で は な い)、 と い う関 係 に
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あることを示 している。

以上、前置修飾と後置修飾を2つ の独立 した要因 としてそれぞれのaと の関連性をみたが、次

に前置修飾と後置修飾をセ ットにしてaと の関連性をみてみる。表3は 前置修飾と後置修飾の4

つの組み合わせパターンごとに[＋a]と[－a]の 頻度を示 したものである。

表3前 置 ・後置修飾の組み合わせとaの 関係

修飾の組み合わせ

前置修飾 後置修飾 パ タ ー ン ＊ [＋a] [－a] 計

＋ ＋ knowledge 52 100 152

－ ＋ knowledge 26 127 153

＋ － knowledge 0 116 116

－ － knowledge 0 194 194

計 78 537 615

＊点 線()は 前置修 飾 を
、波線()は 後 置 修飾 をそ れぞ れ表 わす。

まず、後置修飾されている時に限定 して、前置修飾の有無とaの 使用の関連性をみると、前置

修飾がある時のほうがない時よりも、[＋a]の 頻度は52:26と2倍 であり、 また、[＋a]対

[－a]の 比率の点でも、前置修飾がある時は約1:2で あるのに対 し、ないときは約1:5と 、

前置修飾がある時のほうが[＋a]の 割合が高 いことがわか る。実際、 後置修飾 されている場

合の前置修飾 とaの 関係をカイ2乗 検定により統計的に見てみると、やはり有意な関係がみられ

た(χ2(1,　 Ne615)=11.87,　 p<.001)。

次に、後置修飾がないときの前置修飾のaと の共起関係をみると、(既 に表2で 後置修飾がな

いときは例外なくaは 使われていないことをみたので、そこから推測できることであるが)後 置

修飾がなければ前置修飾の有無にかかわ らずaは 使われていないことが確認できる。このことは、

表1か ら前置修飾とaの 間に観察された統計的に有意な関連性は、実は後置修飾があるときのみ

に限定されるものであること、および、前置修飾だけではaが 使われていないことを示唆 してい

る。

さて、「knowledgeにaが ついているときは必ず後置修飾が付いてたが、後置修飾がつ いてい

ているか らといってaが ついているとは限らない」という関係がみえてきたわけだが、そうなる

と、問題は、後置修飾があるときにaを 使う時と使わない時の違いは何か、 ということになる。

そこで、次に後置修飾の中身を詳しくみていくことにする。

3.4後 置 修 飾 の種 類

表4は 後 置 修 飾 され て い た305例 の後 置 修 飾 の 種 類 別 の 内訳 を示 す 。5

表4か らof-phraseが 後 置修 飾 全 体 の7割 以 上(221/315)を 占め て い る こ と、 お よ び、 さ らに

重 要 な こ と と して 、of-phraseが 全 て の[＋a]の 用 例 の9割 近 く(70/78)を 占め て い る こ と、
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表4後 置修飾の種類と不定冠詞との共起関係

of-phrase of以外の前置詞句 関係代名詞 形容詞句 同格that節 to-不 定 詞 計

[＋a] 70 2 2 2 2 0 78

[－a] 151 37 13 12 8 6 227

計 221 39 15 14 10 6 305

そ してof-phraseの 場 合 、 他 の 後 置 修 飾 と比 べ て[＋a]対[－a]の 比 は約1:2と 最 も

[＋a]の 割 合 が 高 い こ とが わ か る。 つ ま り、 「aが つ い た と き は必 ず 後 置 修 飾 が つ いて い た 」 と

い った と きの後 置修 飾 の大 部 分(9割)はof-phraseで あ った と い う こと にな る。 そ うな る と、a

と共 起 したof-phraseとaと 共 起 しな か ったof-phraseと で は何 か 違 い が あ るの だ ろ うか。 以 下 、

knowledgeにof-phraseが 続 い た場 合 に絞 って しば ら く分 析 を進 め る こ と とす る。6

3.50f-phraseの 分 析

まず 、[knowledge of X]の パ タ ー ンにお いてXがknowledgeの 意 味 上 の 目 的 語(Xを 知 っ

て い る こ と:[Somebody knows X])か 主 語(Xが 知 っ て い る こ と:[X knows 

something／somebody])か で 、 違 いが あ るか を み て み る。 全of-phraseの221例 を こ の点 で 分

類 す る と表5の よ うに な った。

表5[knowledge of X]に お け るXの 意 味 役 割 と

aの 共 起 関 係

意味上の目的語 意味上の主語 計

[＋a] 70 0 70

[－a] 148 3 151

計 218 3 221

Xがknowledgeの 意 味 上 の 主 語 と な るof-phraseは わ ず か3例 しか な く(例:“I was very 

impressed with the caliber and the range of knowledge of people (at last week's 

meeting),”said Councilwoman Leslie Anne Pontious.)、3例 と もknowledgeは[－a]で

あ っ た。 この結 果 は、 少 な くと も この デ ー タ に関 す る限 り、Xがknowledgeの 意 味 上 の 目 的 語

か 主 語 か と い う要 因 はknowledgeにaが つ くか 否 か と い う問 題 に 関与 して い な い こ とを示 す 。

次 に 試 み た の は、Xに く る名 詞(句)に よ って 、 あ るXは[＋a]と 共 起 し、 あ るXは

[－a]と 共 起 す る、 と い う可 能 性 の検 証 で あ る が、 残 念 な が ら筆 者 に は221のXを[＋a]に

な る グ ル ー プ と[－a]に な る グル ー プ に分 類 で き る よ な要 因 は発 見 す る こ と は で き な か っ た。

代 りに、 そ の可 能 性 に否 定 的 な デ ー タに遭 遇 した。 つ ま り、[knowledge of X]の パ タ ー ン に

お いて 、Xが 同 じ名 詞(句)の 場 合 で さ え、knowledgeにaが つ く と き も、 つ か な い と き も あ る

と い う ことが わか っ た。 デ ー タ内 に[knowledge of X]のX部 分 に2度 以 上 現 れ た名 詞(句)
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表6[knowledge of X]でX部 分 に2度 以 上 現 れ た

名 詞(句)のaと の 共 起 関 係

[knowledge of X]のX [＋a] [－a] 計

English 3 2 5

the game 4 4 8

the language 1 2 3

the law 1 1 2

the Middle East 1 1 2

は全 部 で5つ あ り、 そ れ らの[＋a]、[－a]の 頻 度 は表6の 通 りで あ った。

表6が 示 す よ うに、5つ の 目的 語 と も、aが っ く場 合 とaが っ か な い場 合 の ミック スで あ った。

この よ うな場 合、[＋a］ と[－a]は どの よ うに使 い分 け られ て い る ので あ ろ うか 。 以 下 、 頻

度 の高 か ったknowledge of Englishとknowledge of the gameの 文 脈 を詳 し くみ て み る。

[knowledge of English]の 分 析

knowledge of Englishの コ ン テ キ ス トは 以 下 の 通 り で あ る 。

単 数 フ オー ム

 [1] In the San Gabriel Valley in one of the many new developments east of downtown 
    Los Angeles, Rorimer is not really an inner-city school. But it shares with many 

    city schools the problems of educating a diverse group of students, many of whom 

    are labeled "educationally  disadvantaged"—they live in poverty and come to school 

    with only a limited knowledge of English. 

 [2] The district is spending an additional  $  138,000 to increase the number of bilingual 
    teachers and expand programs aimed at helping students with a limited knowledge 

    of English. The extra spending boosts the district's bilingual education budget from 

 $  255,000 to  $  393,000. 

 [3] A high school diploma is not required to enroll. However, students should have the 
    ability to handle college-level courses and a strong knowledge of English. Very few 

    courses are taught in Spanish. A variety of courses in English as a second language 

     are offered.

不 可 算 フ オー ム

 [4] Diane Thomas, a spokeswoman for the district, said the drop among eighth-graders 
    may be partly attributable to an influx in recent years of older students with limited 

    knowledge of English.

 5] Some coaches say communication problems with parents and even a handful of 

    players still exist, though not to the same extent as several years ago. There are 
    isolated cases of players with limited knowledge of English, such as Orange High 

    wide receiver/cornerback Israel Avila, who recently moved here from Mexico.
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興 味 深 い の は[1][2][4][5]は い ず れ も後 置修 飾 が 同 じof　Englishで あ る と い うだけで な く、

前 置 修 飾 も同 じ ｌimitedで 、 しか も、 ｌimited　knowledge　 of　Englishが 全 体 でwithの 目 的 語 に

な って い る と い う点 で 環 境 が 酷 似 して い る に もか か わ らず 、[1][2］ で は単 数 フ ォ ー ムが 使 わ れ

て お り、[4][5］ で は不 可 算 フ ォ ー ムが 使 わ れ て い る点 で あ る。 一 体 こ の フ ォ ー ム の違 い は ど こ

か ら くる のか 。[1]のwith句 が 副 詞 的 用 法 で あ る の に対 し、[2][4][5]のwith句 は形 容 詞 的

用 法 と い う違 いが あ るが 、 副 詞 的 用 法 か 形 容 詞 的 用 法 の違 い は単 数 フ ォ ー ムか 不 可 算 フ ォ ー ムか

と い う違 い と は重 な って い な い よ う にみ え る。 少 な くと も形容 詞 的用法3例 中、1つ は単数 フ ォー

ム、2つ は不 可 算 フ ォ ー ム と分 か れ お り、 形 容 詞 的 用 法 な らこ ち らの フ ォ ー ム と い う よ うな仮 説

は立 た な い。 副 詞 的 用 法 は1例 しか な い ので 、 フ ォ ー ム と の関 係 で一 般 化 はで き な い。 そ こで、

全 デ ー タ615例 の 中 でknowledgeがwith句 の 目 的語 と して使 わ れ て い る ケ ー ス を分 析 した と こ

ろ、 全 部 で62例 あ り、 そ れ らの フ ォ ー ム と用 法 の 関 係 は以 下 の よ うで あ った。

表7knowledgeがwith句 の 目 的 語 と して 使 わ

れ た場 合 のwithの 用 法 とaの 共 起 関係

後置修飾 [＋a] [－a］ 計

形容詞的用法 7 29 36

副詞的用法 12 14 26

計 is 43 62

割 合 の 差 は あ る もの の、 どち らの 用 法 の場 合 に も、 単 数 フ ォ ー ム も不 可 算 フ ォ ー ム も使 わ れ て お

り、 この 結 果 か ら、 「副 詞 的用 法 な ら、 単 数 フ ォ ー ム」 とい う仮 説 も立 た な い こ とが わ か っ た。

結局 、 残 念 な が ら、現 時点 の 筆 者 に は上 記[1］ ～[5］ で のaの 使 用、 不 使 用 を予 測 で き るよ う

な説 明 は見 つ か って いな い。

[knowｌedge　 of　the　game]の 分 析

knowledge　 of　the　gameは 単 数 フ ォー ム、 不 可 算 フ ォー ム と して そ れ ぞ れ4回 づ つ 使 わ れ て

いた。 そ れ らの コ ン テキ ス トは以下 の通 りで あ る。

単 数 フ オー ム

 

[  6  ] While academics might be the chief difference in the player of the '90s, increased size, 

    speed and a broader knowledge of the game also will be trademarks.  

[  7  ] "He has a complete knowledge of the game," said senior outside hitter Angela 

    Martin. "He knows every detail of every position.  

[  8  ] But his speed, combined with a deep knowledge of the game garnered from endless 

    weekends playing flag football, was blended with a ton of determination. And for 

    two seasons, Fox has been an integral part of the Bandits as an offensive lineman.
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[  9] "(Chad) has a great knowledge of the game for a young guy," Cheek said. "He's 

    coachable, and he has probably as good a touch throwing the touch pass as I've ever 

    seen on any level I've coached. He has a much better touch than Sonny Sixkiller. But 

     he's not close in arm  strength."

不 可 算 フ ォー ム

 [10] Comparisons are often made between the sexes in terms of competitiveness, 
    knowledge of the game and basic athletic skills. 

 [11] Say, Hey, He's Coaching Children's Baseball Youth fair  : Willie Mays and friends 

    pass along knowledge of the game to kids from 23 countries at UCLA this week. 

[12] Despite the Vikings' troubles, Walker always has refrained from criticizing his 
    coaches, but in the aftermath of his benching, it sounded as though he believes it's 
    time they take some of the blame for his decline. "They're professional coaches, and 
    I go out and do what they tell me to do," Walker said. "Everyone else has to judge 

    for themselves. If you have knowledge of the game, you can see what I'm doing. 
    Everyone said,  'Herschel is a back who can run the ball.' I'm not doing that here. 

[13] "He has very good knowledge of the game and he thinks right," Sneed said. "What 
    he needs is experience. He needs physical maturity. A year or two at a (community 

    college) and you'll see a lot of improvement."

こ こで の単 数 フ ォ ー ム と不 可 算 フ ォー ムを わ け る要 因 は何 で あ ろ うか 。 ま ず、 目が い くの は前 置

修飾 で あ る。[6]か ら[12]を 見 る限 り、「前 置修 飾 が あれ ば単 数 フ ォーム、 な けれ ば不可 算 フ ォー

ム」 と きれ い に説 明 が っ くが、[13]で は前 置 修 飾 が あ って も不 可 算 フ ォ ー ム が 使 わ れ て い る た

め、 単 純 に前 置 修 飾 の有 無 だ けで は どち らの フ ォ ー ム にな るか はわ か らな い。

次 に考 え られ る可 能性 は、 「この前 置 修 飾 な ら単 数 フォー ムだが、 この前置 修飾 な ら不可算 フ ォー

ム」 と い っ た式 に、 個 々 の前 置修 飾 に よ ってaが つ か わ れ るか ど うか が決 ま る とい う可 能 性 で あ

る 。 具 体 的 に は 「knowledgeにbroader、complete、deep、 も し く はgreatが っ け ば 、

knowledgeは 単 数 フ ォ ー ムで使 わ れ、very goodが つ け ば、 不 可 算 フ ォー ム で 使 わ れ る。」 と い

う作 業 仮 説 が 立 て られ る。 この点 を検 証 す るた め にknowledge of the gameに 限 らず 、 全 て の

knowledge of ...の 例 か ら問題 の前 置 修 飾 が現 わ れ る例 を検 索 して み た。broader,　 deepの 例 は

無 か ったが 、completeは 上 記[7]の 他 に次 の[14][15]、greatは[9]の 他 に[16][17]、

very goodは[13]の 他 に[18][l9]が それ ぞ れ2例 づ つ あ った。

complete knowledge of ... 

[14] Wrote Edgar S. Brightman in "The Finding of God"  : "We have granted freely, 

    however, that final intellectual certainty is impossible . . . we can never attain 

    complete knowledge of proof of the real."

 [15] Wrote King in his paper "The Place of Reason and Experience in Finding God" : 
    "We must grant freely

, however, that final intellectual certainty about God is 
    impossible . . . we can never gain complete knowledge or proof of the real."
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great knowledge of ... 

 [16] Rowles said she expects this weekend's fare to consist primarily of  standard--"jazz 

    standards, not pop, rooted in be-bop. Dad has such a great knowledge of tunes that 

    he has written me a beautiful library of tunes you just don't hear anymore, 

     standards most people don't remember." 

 [17]  "  This is real parachute  journalism," Hess said. "There is not one person who has 

    dropped in there who has great knowledge of the Middle East, who speaks Arabic or 

     has a Ph.D. in Arab studies." 

     very good knowledge of ... 

 [18] Bardwell said that, while ABC has larger production facilities than KCET, the 
    American station was able to provide better access to American archival research 

    than the Australians might have gotten on their own. For Australia's part of the 

    bargain, he added:  "We have a very good knowledge of Southeast Asia--it's our back 

     yard, so to speak, we're very used to working there." 

 [19] He added that he has become "disenchanted" with health-care administration 

    program graduates. "They have very good knowledge of health care, but very few 
     hands-on skills in business," he said.

結 局 、completeもgreatもvery goodも 全 て、 単 数 フ ォー ム と も不 可 算 フ ォ ー ム と も使 わ れ て

お り、 「completeやgreatが つ け ば単 数 フ ォー ム、very goodが っ けば 不 可 算 フ ォー ム」 と い う

こと は いえ な い こ とが わ か った 。

[6]か ら[13]に もど って 、 単 数 フ ォ ー ム と不 可 算 フ ォ ー ムを 分 け る要 因 と して他 に考 え られ

る可 能 性 と して は、 パ ラ レ リズ ムが あ る。 そ こで 「X, Y, and Zの よ うな並 列 関 係 に あ るパ ター

ンでknowledgeがX、Y、Zの どれ か にあ た る場 合 、 他 の2つ の 名 詞(句)の フ ォー ム と同 じに

な る」 とい う作 業仮 説 を立 て て デ ー タを み た が、[6]で はincreased size, speed and a broader 

knowledge of the gameと 不 可 算 フ ォー ム が2つ 続 い た あ とにknowledgeが 単 数 フ ォー ム で 使

わ れ て お り、[10]で もcompetitiveness, knowledge of the game and basic athletic skills

と複 数 フ ォ ー ム と と もにknowledgeが 不 可 算 フ ォ ー ムで 使 わ れ て い る。 つ ま り、 こ の パ ラ レ リ

ズ ム仮 説 も否 定 され た。

さ らに別 な 可 能 性 と して 、 「knowledgeが 動 詞 の 目 的語 に な って い る場 合 、 動 詞 に よ って 単 数

フ ォー ムか 不 可 算 フ ォ ー ムか 分 か れ る」 とい う作 業 仮 説 が 考 え られ る。[6]か ら[13]で は[7]

[9][12][13]に お いてknowledgeがhave(has)の 目的 語 とな って い る が 、[7][9]で は単

数 フ ォー ム、[12][13]で は不可 算 フ ォー ム と分 か れ て い る。 つ ま り、haveの 場 合 は単 数 、 不

可 算 の どち らの フ ォ ー ム と も共 起 し、 どち らか一 方 だ け と い う こ と は い え な い。knowledge of 

the gameだ け に 限 らず、knowledgeがhaveの 目的 語 に な って い る全 て の例(N=53)を み て み

て も、 単 数 フ ォー ムが17例 、 不可 算 フ ォー ムが36例 あ り、 同 様 の 結 論 に 至 った 。

な お 、[11]で はknowledgeがpass alongの 目 的 語 に な っ て い る が 、pass alongが

knowledgeを 目的語 に と る例 はknowledge of the game以 外 の全 デ ー タを み て も こ の 一 例 の み
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の ため 、 は た してpass alongの と き は いつ も不可算 フ ォ ー ムか ど うか は手 持 ち の デ ー タ か らは

判 明 しな い。

以上 、knowledgeにaが つ い て い る場 合 の 最 も典 型 的 といえ そ うな[knowledge of X]の パ

タ ー ンをみ て き たが、aの 使 用 に つ い て決 め手 と な る よ うな要 因 は浮 か び上 が って は こなか った。

3.6前 置 修 飾 とaの 共 起 関係

前 置 修 飾 の関 連性 に つ い て は、 既 に上 で[knowledge of X]の パ ター ンで1imited, complete, 

great, very goodの よ うに単 数 フ ォー ム と も不 可 算 フ ォ ー ム と も使 わ れ て い る前 置 修 飾 が 存 在

す る こ と を み たが、 他 の前 置修 飾 の 中 に は、 いつ もaと 共 起 す る前 置 修 飾 や、 い つ もaと 共 起 し

な い前 置 修 飾 の よ うな タイ プ の前 置 修 飾 グル ー プが 存 在 す る可 能性 は残 っ て い る。 しか し、 本 研

究 の よ うな コ ーパ スデ ー タは(本 研 究 の よ う に小 規 模 な もの で な く と も)、 も う少 しデ ー タを 集

め れば 、 調 査 したサ ン プル か らは1つ も見 つ か らな か っ た用 例 が 出 て くる可 能 性 を い つ も秘 め て

い るわ けで 、 したが って、 本 研 究 の デ ー タ内 で 、 仮 に あ る前 置 修 飾 が い つ も[＋a]で あ っ た

に して も、 決 して[－a]に はな らな い と結 論 づ け られ る性 質 の もの で は な い。 そ こ で 、 こ こ

で の試 み は あ くまで も、 この点 に関 す る今 後 の 本 格 的 な 調 査 へ 向 け て の初 歩 的試 み と位 置 付 け分

析 を進 め る こ と とす る。

まず 、 前 置 修 飾 の つ い たknowledge全268例 の 中 か ら、2回 以 上 使 わ れ て い る前 置 修 飾 を選 択

し、 少 な く と も この 限 られ た デ ー タの中 で は、 いつ も単 数 フ ォ ーム と使 われ て い た前 置 修 飾 の グ

ル ー プ(単 数 グ ル ー プ)と 、 い つ も不 可 算 フ ォ ー ム と使 わ れ て いた前 置 修 飾 の グ ル ー プ(不 可 算

グル ー プ)、 そ して ど ち らの フ ォ ー ム と も使 わ れ た前 置修 飾 の グル ー プ(ミ ック ス グル ー プ)、 の

3つ の グ ル ー プ に分 類 して み た。 そ の結 果 が そ れ ぞ れ 、 表8～ 表10で あ る(表 で は頻 度 の高 い順

に並 べ て あ る)。

表8はthoroughがknowledgeと5回 使 わ れ 、 その5回 と もaが 使 われ て い た こ とを示 す が 、

そ の コ ンテ キ ス トを調 べ る と、 全 てof-phraseを 後 置 修 飾 と して と って い た。 つ ま り、 デ ー タ内

で は、thoroughが 使 わ れ た と きは必 ずa thorough knowledge of Xの 形 で 使 わ れ て い た と い

う こと に な る。 もっ と も、5回 程 度 の デ ー タで は、 不 可 算 フ ォ ー ム の φ thorough knowledge 

of Xが 不 可 能 な の か ど うか はわ か らな い わ け で、 今 後 の検 証 を待 た な け れ ば な らな い。

表8い つも[＋a]と 使わ

れていた前置修飾

頻度

thorough 5

strong 2

vast 2
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表9い つ も[－a]と 使 わ

れ て い た前 置 修 飾

頻度

common 21

firsthand 13

public 10

general 7

scientific 6

advance 6

new6direct 5

full 5

little 5

detailed 3

human 3

prior 2

book 2

inside 2

medical 2

police 2

specialized 2

sufficient 2

technical 2

tremendous 2

表10[＋a]と も[－a]と も使 わ れ て

いた 前 置 修飾

頻度 [－a] [＋a]

extensive 7 6 1

limited 7 4 3

personal 5 4 1

rudimentary 5 3 2

basic 4 1 3

(very) good 4 2 2

great 4 2 2

working 4 1 3

complete 3 3 1

deep 3 1 2

intimate 3 2 1

shared 2 1 1

solid 2 1 1

special 2 1 1

表9で は10回 以 上 現 れ た前 置 修 飾 が3つ あ る こ とが 注 目 さ れ る。 特 にcommonは21回 登 場 し、

例 外 な く不 可 算 フォ ー ム の φ common knowledgeで あ った。 そ の うち 、 後 置 修 飾 が つ い て い

た の は1回 だ け(of-phrase)で 、 あ と の20回 は後 置 修 飾 な しで あ った。 コ ンテ キ ス トを さ ら に

分 析 す る と、common knowledgeがbe動 詞 の補 語 に な って い るの が15例 、becomeの 補語 にな っ

て い る のが3例 、 と連 結 詞(copula)の 補 語 に な って い るパ タ ー ンが ほ とん どで あ った。 この 結

果 か ら、common knolwedgeと い うつ な が りは使 わ れ て い る構 文 パ タ ー ン に か な り明 らか な 傾

向 が み られ る よ うで あ る。 さ ら に、 数 人 の ネ イ テ ィ ヴ イ ン フ ォ ー マ ン トの 話 しで はcommon 

knowledgeの 場 合 、 形 容 詞 のcommonが 名 詞 のknowledgeを 修 飾 して い る と い う意 識 は な く、

common knowledgeが そ れ全 体 で1語 の よ うな感 じを もっ と い う。firsthandやpublicに も同

様 の コ メ ン トをす る ネ イ テ ィ ヴ イ ンフ ォ ー マ ン トも複 数 い たが 、 あ くまで も非 公式 な雑 談 程 度 の

話 しな ので 、 は っき り した こ と は言 え な い。 しか し、 も し、 仮 に こ の よ うな意 識 が一 般 的 で あ る

とす れ ば、 形 容 詞 の本 来 の機 能 と も いえ る、 そ の形 容 詞 が 表 わ す 属 性 を 備 え て いな い もの を排 除

す る こ と に よ っ て、 問 題 の 属性 を 備 え て い る もの に絞 って 言 及 しよ う とす る機 能 を そ の修 飾 語 句

が はた して い るか 否 か と い う問題 がknowledgeにaを つ け るか 否 か の 問 題 と強 くか か わ って い
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い る可 能性 が あ る こ とに な る。 つ ま り、 た だ単 に修 飾 語 句 が あ るか な いか の問 題 で は な く、 書 き

手(も しく は話 者)が 修 飾 語 句 を 限定 的 に捉 え て い るか 、 非 限定 的 に捉 え て い るかの 問題 にな る。

この点 は非 常 に重 要 な点 で あ る と思 わ れ るが、 その 調 査 に は多 数 の ネ イ テ ィ ヴイ ン フ ォー マ ン ト

の判 断 が必 要 とな るの で、 今 後 の研 究 課 題 と した い。

3.7knowledgeが 前 置詞 の 目的語 の場 合 のaと の 共 起 関係

最 後 に調 べ た可 能 性 はknowledgeが 前 置 詞 の 目的 語 と して使 わ れ て い る 場 合 に、 そ の 前 置 詞

とknowledgeの フ ォ ー ム に何 か 関連 性 が な いか 、 と い う こ とで あ る。knowledgeが 前 置 詞 の 目

的語 と して 使 わ れて い る用例 は全 デー タ615例 中、287例 あ った。 その うち、knowledgeが 単 数 フ ォー

ム で使 われ て い たの が22例(7.7%)、 不 可 算 フ ォー ムで 使 われ て いた の が265例(92.3%)で あ っ

た。 これ は、 全 デ ー タ615例 で単 数 フ ォ ー ム、不 可 算 フ ォ ー ムが そ れ ぞ れ78例(12.7%)、537例

(87.3%)で あ っ たの と比較 して 、 か な りaの 使 用 率 が低 くな って い る こと を意 味 す る。 つ ま り、

knowledgeが 前 置 詞 の 目的語 にな って い る とき は、 そ うで ない と きと比 べ てaを 使 う率 が低 くな っ

て い た、 と い う こ とで あ る。 そ の 実態 を も う少 し詳 し くみ るた め に、knowledgeを 目的語 に と っ

た前 置 詞 を リス トア ッ プ し、 そ の頻 度 、 お よ び[+a]と[-a]の 内訳 を ま と め た の が 表11

で あ る。

表11か ら、 単 数 フ ォ ー ムが使 わ れ た22例 の うち、 大 部 分 の19例 はwithが 占 め て い る こ と が わ

か る。 も し、withを 特 別 扱 い に して 、 と りあ え ず デ ー タか ら外 した と す る と、 不 可 算 フ ォー ム

が222例(98.7%)に な り、knowledgeが 前 置詞 の 目的語 と して 使 わ れ て い る場 合 に、knowledge

表11knowledgeを 目 的 語 に と っ た 前 置 詞 と

knowledgeの フ ォ ー ム と の 関 係

knowledgeを 目的 語 に 前置詞 knowledge の フ ォ ー ム

とった前置 詞 の頻度 [＋a] [－a]

after 1 0 1

as 2 1 1

beyond 1 0 1

by 1 0 1

for 20 0 20

from 7 0 7

in 8 0 8

into 1 0 1

of 142 0 142

on 20 1 19

to 13 1 12

with 62 19 43

without 9 0 9

計 287 22 265
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にaが 使 わ れ な い傾 向 は一 層 強 くな る。 中 で も 目 につ くの はofで 、142回knowledgeを 目 的 語

に と って い るが 、1回 もknowledgeにaが 使 わ れ て いな い。 因 に、 この142例 中 、knowledgeに

後 置修 飾 が つ い て い た もの は34例 含 まれ て い た7。 つ ま り、 後 置 修 飾 の有 無 に か か わ らず 、 一 貫

して[－a]と い う こと に な る。 もち ろん 、 も っと デ ー タを集 め れ ば、aが 使 わ れ て い る ケ ー ス

が 出 て くる可 能 性 は十 分 あ るが 、 表11の 結 果 は、 少 な くと も[of ＋ knowledge]の パ タ ー ンで

はknowledgeが 不可 算 フ ォ ー ム にな る傾 向 が 強 い こ と、 そ して さ らに は、withを 除 け ば、ofに

限 らず どん な 前 置詞 で も、 同 様 の 傾 向 が あ る可 能 性 を 示 して い る よ うに 思 わ れ る。

以 上 の結 果 を踏 ま え て、 前 置 修 飾 の有 無 、 後 置修 飾 の 有 無 、 お よ びknowledgeが 前 置 詞 の 目

的語 に な って い るか否 か、 と い う3つ の要 因 で、knowledgeの 使 用環 境 を定 義 し、 そ れ ぞ れ の 環

境 に お け るaの 使 用 率 を ま とめ た もの が、 表12で あ る。

表12そ れぞれの環境 におけるaの使用率(%)

修飾の組み合わせ knowledgeが 前 置詞 の 目的語 にな って knowledgeが 前置 詞の 目

的語 か否 か考慮 しな い場 合前置修飾 後置修飾 いる場合 いない場合

＋ ＋ 28.6 36.9 34.2

－ ＋ 12.9 19.8 17.0

＋ － 0 0 0

－ － 0 0 0

最 もaの 使 用 率 が高 か ったknowledgeの 環 境 は[＋ 前 置 修 飾]、[＋ 後 置 修 飾]、[前 置 詞 の 目

的語 に な って い な い場 合]の 組 み 合 わ せ で、36.9%で あ った。 つ ま り、 この 環 境 で は3回 に1回

は単 数 フ ォー ム で あ った こ とを意 味 す る。 この36.9%と い う率 は、 全 デ ー タ615例 に 占 め る単 数

フ ォー ムの割 合 が12.7%で あ った ことを 思 い 起 こす と(セ ク シ ョ ン3.1参 照)、 そ の約3倍 と い

う こ とに な り、 か な り高 い率 とい え よ う。

[－ 前 置修 飾]、[＋ 後 置 修 飾]の 環 境 にお いて も、[前 置詞 の 目的語 に な って い な い場 合]が

[前置 詞 の 目的 語 にな って い る場 合]よ りaの 使 用 率 は高 く、19.8%と 、5回 に1回 の 割 合 で単

数 フ ォー ム が使 わ れ て い た こ とが わ か った。

以 上 の結 果 を も とに、 上 述 のQuirk　 et.　alの 観 察 を 吟 味 して み よ う。 彼 等 の観 察 を 下 に 再 度

引用 す る。

the noun is premodified and/or postmodified ; and, generally speaking, the greater 

the amount of modification, the greater the acceptability of a/an.

こ こ で 、 彼 等 はthe noun is premodified and/or postmodifiedと 前 置 修 飾 と後 置 修 飾 を

and/orで つ な い で い て、 両 者 が単 独 で で もaと 共 起 す る可 能 性 を示 して い る。 実 際、 彼 等 の例

文 のMavis had a good education.が この 点 を 例 証 して い るが 、 少 な くと も本 研 究 の 限 られ た

デ ー タだ け を見 る限 り、knowledgeと い う名 詞 に つ い て は、 前 置修 飾 だ け でaと 共 起 した例 は1
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つ もな か った。 また 、 彼 等 の 説 明 の 後 半 部 分(the greater the amount of modification, the 

greater the acceptability of a/an.)に つ い て は、 も しaの 容 認 度 をa使 用頻 度 で見 た とす る

と、 まず、 前 置 修 飾 も後 置 修 飾 も あ る と きの ほ うがa使 用 頻 度 が最 高 で、 どち らの修 飾 もな い と

き にa使 用頻 度 が 最 低 、 と い う点 、 お よ び後 置 修 飾 が あ る と き前 置修 飾 が あ る ほ うが な い と きよ

りa使 用頻 度 が 高 い と い う点 で は確 か に修 飾 量 が 多 けれ ばaの 頻度 が 高 くな る。 しか し、 後 置 修

飾 が な い と きに は、 前 置 修 飾 が あ って もな くて も頻 度 に差 は な く、 そ の意 味 で は、 修 飾 量 が多 く

な って もaの 頻 度 が 高 くな るわ けで は なか った。 この意 味 で は後 置修 飾 の方 がa使 用 につ い て前

置 修 飾 よ り強 い 関 連 性 を もつ よ う にみ え る。

勿 論、 本 研 究 の サ ンプ ルの 外 で は、 後 置 修 飾 が な くて も(前 置修 飾 だ けで も)aと 共 起 して い

るknowledgeの 例 が あ る可 能 性 は十 分 あ る。 しか し、 本 研 究 の 結 果 が 示 して い る前 置 修 飾 に対

す る後 置修 飾 の 優 位 性 は、 少 な くと も今 後 検 証 す る価 値 の あ る仮 説 に な り う る と思 わ れ る。 そ の

際 、educationとknowledgeと い う名 詞 の違 い も重 要 な 点 に な る こ と は言 うま で もな い。

4結 語

本 研究 は、 不 可 算 フ ォ ー ムで 使 わ れ る場 合 と単 数 フ ォ ー ム で使 わ れ る場 合 とで 明確 な意 味 の差

異 が(少 な くと も筆 者 に は)み られ ず 、 したが って 、 ど うい う と きにaをつ け るべ きな の か よ く

わか らな い 名 詞 の 事 例 研 究 と して 、knowledgeと い う名 詞 を取 り上 げ、 小 規 模 な コーパ ス デ ー タ

を基 に、 ネ イ テ ィブ ス ピー カ ーが 実 際 に ど うい うと き にknowledgeにaを 使 っ て い る の か を 検

証 した もの で あ る。

わ か った 主 な 点 を、 今 後 よ り多 くの用 例 に照 ら し合 わ せ て検 証 す べ き作 業 仮 説 と して あ え て一

般 化 した形 で ま と め る と次 の よ うに な る。

● 後 置 修 飾 はknowledgeにaが つ く必 要 条 件 で あ るが 、 十 分 条 件 で はな い。(knowledgeに 後

置 修 飾 が な けれ ば、aがつ く可 能 性 は な い が、 後 置 修 飾 がつ い て い るか らと い って 必 ずaが

つくと は限 らな い。)

● 前 置修 飾 はknowledgeにaが つ く必 要 条 件 で も十 分 条 件 で も な い が 、knowledgeに 後 置 修

飾 がつ いて い る時 に は前 置 修 飾 が あ る時 の ほ うが な い 時 よ りknowledgeにaがつ く可 能 性

が 高 い 。

●knowledgeに 少 な く と も後 置 修 飾 がつ いて い る場 合 、knowledgeが 前 置 詞 の 目的 語 に な って

い な い 時 の ほ うが 、 な って い る時 よ り もknowledgeにaのつ く可 能 性 が 高 い。

以 上 の帰 結 と して 、 調 べ た要 因 の 組 み 合 わせ の中 で は、knowledgeが[＋ 前 置修 飾]、[＋ 後 置

修 飾]、[前 置 詞 の 目的 語 に な って い な い場 合]の 環 境 で 使 わ れ る と き、 最 もaの 使 用 率 が 高 い こ

とが 判 明 した 。 しか し、 そ の環 境 で さ え も、aがつ く確 率 は1/3で 、aと 共 起 した そ の1/3の 環

境 がaと 共 起 しな か った残 りの2/3の 環 境 と ど う違 うの か 、 とい う肝 心 の問 題 は未 解 決 の ま まで

あ る。
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注

1こ の修 飾量 と容認度 の比例 関係について、彼等 は次 の例 文を提示 している。

She played the oboe with sensitivity.

She played the oboe with *a sensitivity.

She played the oboe with (a) charming sensitivity.

She played the oboe with a sensitivity that delighted the critics.

2　 DIALOG　 OnDisc,　 Los　 Angeles　 Times,　 January-June, 1990,　 Times　 Mirror　 Companyを 使

用 した。

3　 a以 外 の限 定 詞 つ き のknowledgeの 用 例 を 除 外 した の は、　the　 knowledge,　 my　 knolwedgeの よ う

な場 合 、 筆 者 に は不 可 算 の φ knolwedgeにtheやmyが つ い た もの か 、 可 算 ・単 数 のa knowledge

　にtheやmyが つ い た もの か、 判 断 で き な い た めで あ る。

4　 除 外 した問 題 の用 例 は次 の通 り。

"From my days as a student onward I have been dri
ven by a great knowledge, to know, 

to get to the bottom of things," Pellegrini says. "From my more limited point of view and 

much more humble resources, I can identify with Bertrand Russell, who said in his last 

days, so to speak, that there had been three great motive powers in his own life. One was 

love. Just full-throated earthbound love, none of that business up there in the clouds. The 

other was the desire for knowledge. He wanted to go to the ultimate reality of things, and 

that was really a driving passion that he never let go of. The third was a compelling, 

continuing desire to alleviate human suffering. Russell put it all together toward the end 

of his life. He said, and I am summarizing here, `Remember the human family, and forget 

everything else.'"

5　 後置修飾の種類別 ごとに1例 を挙 げる。

[of-phrase] : And he will need a knowledge of international economics, with his leaders 

 expecting more materially from its foreign friends.

[of以 外 の 前 置 詞 句]:Yes,　 critics　 also　 need　 to　 have　 academic　 knowledge　 about　 their　 field　 and

　 to　 have　 looked　 at　 a　 lot　 of　 art.

[関 係 代 名 詞]:At the opposite end of the pay scale, many of the more advanced aerospace
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scientists and engineers have specialized knowledge that is not in great demand outside 

their field.

[形 容 詞 句]:Native-born　 Californians,　 we　 have　 been　 looking　 at　movies　 all　our　 lives,　 but

　　 with　 a　knowledge　 different　 than　 that　 of　people　 who　 saw　 those　 same　 movies　 in　faraway

　　 theaters.

[同 格that節]:Throughout　 the　process,　 knowledge　 that　 the　research　 was　 going　 on　 was　 kept

　　 to　a　handful　 of　people.

[to-不 定 詞]:Like　 the　ex-burglars,　 the　ex-S&L　 players　 have　 knowledge　 to　share.

6　 0f-phrase以 外 の後 置 修 飾 につ いて も、 検 討 す べ きで あ るが 、 よ り詳 しい分 析 を す るに 十 分 な デ ー タ 数

が な い た め、 今 後 の研 究 課 題 と した い。

7　 knowledgeが 前 置 詞 の 目的 語 と して 使 われ て い る時 に、 不 可 算 フ ォ ー ムが 使 わ れ た全265例 を み る と、

[＋ 後 置 修 飾]が89例(33.6%)、[－ 後 置 修 飾]が176例(66.4%)と1:2の 割 合 で あ った 。

30


	015日木_01
	015日木_02
	015日木_03
	015日木_04
	015日木_05
	015日木_06
	015日木_07
	015日木_08
	015日木_09
	015日木_10
	015日木_11
	015日木_12
	015日木_13
	015日木_14
	015日木_15
	015日木_16

